
 
 

令和６年度第２回山形市地域公共交通協議会専門部会 会議録 

 

日  時  令和６年６月２７日（木） 午前１０時００分～午前１１時００分 

場  所  市庁舎１０階 １００１会議室 

出 席 者  別紙名簿のとおり 

傍 聴 者  １名 

 

 

１．開  会 

 

２．あいさつ 

 

３．議  事 

●協議事項 

（１）令和６年度における滝山地区モデル事業（南くるりん）の運行内容について 

   事務局より会議資料に基づき説明。 

   ⇒ 協議が調ったものとして合意した。 

 

【主な意見・質疑等】 

議 長 令和５年度の運行ではどのような課題があげられたのか、またその課題をどのように対応するかを 

追加で説明願いたい。 

  事務局 令和５年度の運行を経てあげられた課題は５点あり、ひとつは車両サイズに対する１便当たりの利

用者数が想定を大幅に下回ったことが挙げられる。今年度は車両サイズを見直し、ジャンボタクシ

ーを使用する。 

２点目は、昨年度の運行は期間を区切って１か月毎３回運行実験を行ったため、移動手段の公共交

通への移行が進まず、南くるりんを継続的に利用する方の把握が困難だったことが挙げられる。そ

のため今年度は実験期間を９月１日から２月１４日までの約５か月半に変更する。 

３点目は昨年度の運行で最終便の利用者が１名程度のみだったため、最終便の時間を２０時台から

１８時台に前倒しすることとした。 

４点目の課題は、エリア運賃としていたことにより料金が分かりづらかった点が挙げられたため、

１乗車２００円の定額の運賃設定に変更した。 

最後に、１周１時間では乗車時間が長いという声があった。そのため今回の運行では片道３０分程

度の路線を３路線走らせることとした。 

委 員 （国道 13 号線より東側から）大学病院を利用したい人は乗り継ぎをする必要がでてくる。今回の

ルートはどのように決めたのか。また、ルートをまたぐと合計 400 円かかるが、ルートをまたぐ

場合でも 200 円均一にすることはできないのか。 

事務局 今回のルートは令和５年度の運行実績をもとに設定した。乗降者が多いバス停は１位から順にイオ

ン山形南店、芸術工科大学前、松見町と青田となっており、南くるりんの利用者の多くが買い物を

目的としていることが分かる。大学病院までルートを伸ばすと、昨年度の課題でもあったように１

周当たりの時間が長くなりすぎてしまう。そのため大学病院はルートには入っていないが、代わり



 
 

に東青田のバス停での待機時間 10 分程度で乗り継ぎができるようなダイヤにしている。 

    また料金設定については、他市の事例等をもとに収支率が約 15％となるよう運賃を設定した。乗

り継ぎの料金設定は今年度の運行実績を見て、振り返りを行う予定。 

  委 員 昨年度の運行について、学生から「料金が高くてあまり利用できなかった」という声があった。料

金設定や乗り継ぎに関して最大限便利にすれば潜在的な利用者も南くるりんを利用すると思う。 

      実証実験の段階でそこまで収支率を重視する必要があるのか。 

  事務局 料金については 1 路線 200 円と設定してはいるが、沿線の商業施設に南くるりん利用者に対する

特典の協力依頼を行っているので、利用により買い物がお得になるというところを PR していけれ

ばと考えている。 

      令和５年度の運行では乗り継ぎを想定していなかったため、今年度の実験の中でも乗り継ぎ利用等

の分析を行い、料金設定や乗り継ぎが必要なことによる影響等を検討させていただきたい。  

   

４．閉  会 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

令和６年度第２回山形市地域公共交通協議会専門部会 出席者名簿 

 

 

 

［構成員］ （敬称略）
所属 職名 氏名 規約上の構成員区分 備考

山形市企画調整部 部長 伊藤　哲雄 山形市長又はその指名する者

東北芸術工科大学 教授 吉田　朗 学識経験者

山交バス株式会社 営業部副部長兼乗合課長 小川　康則 区域内の公共交通事業者 代理出席

山形地区ハイヤー協議会 会長 石川　康夫 〃

国土交通省東北運輸局山形運輸支局 首席運輸企画専門官 遠山　健 区域内の地方運輸局

山形県村山総合支庁総務課連携支援
室

室長 菅野　光昭 都道府県

国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所 区域内の道路管理者

山形県村山総合支庁建設部道路課 道路管理専門員 後藤　正孝 〃 代理出席

山形市都市整備部道路維持課 次長兼課長 高橋　芳昭 〃

山形警察署 交通第一課長 押切　貴大 区域内の警察署

山形県交通運輸産業労働組合協議会 副議長 伊藤　圭一
一般旅客自動車運送事業者の事
業用自動車の運転者が組織する
団体

［山形市地域公共交通協議会規約第9条第3項に定める者］

滝山地区自治推進委員 自治推進委員長 土田　富夫 会長が必要と認める者

山形地区ハイヤー協議会 幹事 寒河江　晃一 〃

課長 宮城　友嘉

課長補佐 布施　浩治

地域交通戦略係長（兼）
仙山連携推進担当室主幹

（連携推進担当）
柏田　康太

主査 大場　千華

主任 大澤　茉歩

主事 須藤　晶也

欠席

山形市企画調整部公共交通課 事務局


